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１．概要（Summary）

近年、不均一性の高い細菌集団をマイクロ流体デバイ

スで観察する手法が注目されている。多くの細菌は、運動

性が高いため経時的に観察する手段が限られているが、

マイクロ流体デバイスを用いることでシングルセルレベル

でのタイムラプス観察が可能になる。しかし，地球上の窒

素循環を担う硝化菌ではマイクロ流体デバイスを用いた

観察手法が開発されていない。そこで、硝化菌の経時的

観察系を構築するため PDMS 製マイクロ流体デバイスを

試作した。

２．実験（Experimental）
【利用した主な装置】

・両面マスクアライナ

・表面極微細構造測定装置

・簡易 SEM
【実験方法】

流路の設計は、高さ 10 µm 程度の主に液体の流れ

る部分と高さ 1 µm 程度の細菌が固定され液体が拡散

して供給される部分の 2 か所を設置した。はじめに、

Si 基板上に SU-8 2002 を 5000 rpm で塗布した。そ

の後、両面マスクアライナを用いてパターンを転写し

た。続いて、SU-8 3010 を 3000 rpm で塗布し、両面

マスクアライナでパターンを転写した。現像処理を行

い，デバイスの鋳型を作製した。作製した鋳型は、膜

厚の測定と簡易 SEM での撮影を行った。さらに、鋳

型に PDMS を流し込み作製した流路を、プラズマ接

合を用いてカバーガラスと接着させてマイクロ流体

デバイスを完成させた。

３．結果と考察（Results and Discussion）

まず、鋳型の膜厚を測定した結果、膜厚 10 µm を予

定した部分は 10.5-11.5 µm 程度であった。PDMS を

流し込んで固めて縮んだ際に 10 µm 程度になると予

想される。また、膜厚 1 µm を予定した部分は 1.5 µm
程度となった。Fig. 1 に汎用 SEM で得たデバイスの

一部分を示す。設計どおりのデザインが形成されてい

ることを確認できた。

Fig.1 SEM image of micro fluidics mold.

今後、細菌をデバイスに導入し、増殖を経時的に観

察する。
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